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平成 28年度会務並びに事業報告 

 

1．薬剤師の倫理及び職能向上に関する事業 

 

1-1 各種研修会への参加・企画・開催 

 

・都立大塚病院医療連携研修会への参加 

内容：最新医療知識の習得と病院との地域医療連携を図る 

参加対象者：薬剤師 

開催実績：平成 28年 6月 22日、12月 14日 都立大塚病院 

 

・基準薬局中央研修会（公益社団法人 東京都薬剤師会主催）への参加 

参加対象者：日本薬剤師会会員  

開催実績：平成 28年 7月 10日 日曜日 よみうりホール 10時から 13時 20分 

 

・薬学研修会（公益社団法人 東京都薬剤師会主催）への参加 

参加対象者：東京都薬剤師会会員 

開催実績：平成 28 年 8 月 28 日 日曜日 東京国際フォーラム 14 時から 17 時 10

分 

 

・地区薬剤師研修会の開催 

東京都薬剤師会より補助を受け、都薬アワー（薬剤師の現状と制度改正）、臨床薬学

講習（臨床知識の向上）、社会保険講習（薬事関連法規）を内容として研修を開催し、

薬局・薬剤師の倫理及び職能向上を図る活動。 

参加者：東京都薬剤師会会員薬剤師 

開催実績：平成 28年 9月 24日、平成 29年 3月 11日 生活産業プラザ 

 

＜平成 28年 9月＞ 

1）保険講習会 

公益社団法人豊島区薬剤師会 常務理事 斎藤 清一 

2）臨床薬学講習 

「不妊治療について」 

講師：松本レディースクリニック    松本 和紀 先生 

3）都薬アワー 

公益社団法人東京都薬剤師会 副会長  永田 泰造 先生 

公益社団法人東京都薬剤師会 理事   濱野 明子 先生 
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＜平成 29年 3月＞ 

1）都薬アワー 

公益社団法人東京都薬剤師会 副会長  藤田 義人 先生 

2）臨床薬学講習 

「患者から期待される次世代薬剤師とは」 

講師：北里大学非常勤講師 患医ネット代表  鈴木 信行 先生 

3）保険講習会 

公益社団法人豊島区薬剤師会 常務理事 斎藤 清一 

 

・公益社団法人日本薬剤師会第 49回学術大会への参加 

全国の各地域で行われている学術大会に参加することで各地域薬剤師の地域貢献を

学び、健康展開催・地区研修会・広報などを通じて、区民の薬事衛生と公衆衛生の

向上に貢献する。 

 

メインテーマ：プロフェッションを追求する～Best and beyond～ 

参加登録者数：7名 

日時：平成 28年 10月 9～10日 

場所：名古屋国際会議場・名古屋学院大学（愛知県名古屋市） 

 

1-2 薬事関係法規の遵守と適正化を目的とする事業 

 

・自治指導活動 

東京都薬剤師会より研修・委託を受けた会員薬局薬剤師により自治指導おこない、

区内薬局の設備及び管理状況・薬剤師倫理規定の順守の確認等を通じて薬局の質の

向上をはかり区民への医薬品供給体制及び安全性を担保する活動を行っている。 

実施指導員数：区内 9名 

実施月：毎年 9月から 10月にかけて実施 

指導件数：区内すべての東京都薬剤師会会員薬局 

 

〔事業の財源について〕 

地区薬剤師会研修会については東京都薬剤師会より地区薬剤師研修会助成金を受領してお

り講師料及び講習会場費に充当している。自治指導活動については東京都薬剤師会より自

治指導助成金を受領している。入会金及び会費も充当している。 

 

2．薬業の進歩発展に関する事業 
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2-1 薬学生実習受入体制の整備 

 

・薬学生実習受入体制の構築と実施 

実習生指導薬剤師の育成として東京都薬剤師会開催の研修会への参加。 

受入期間中の薬局間での連絡及び対応等の協議会開催 

 

今年度実習生受け入れ実績 35名 

 

2-2 薬学の進歩発展に係る研修会等の企画・運営・開催 

 

・薬剤師研修会の開催 

今年度開催実績 

平成 28年 11月 10日 アットビジネスセンター池袋駅前 

内容：カフティポンプ 

平成 29年 3月 23日 生活産業プラザ 

内容：在宅における医療材料概論・導尿 

 

・学術勉強会の開催 

今年度開催実績 

平成 28年 4月 21日 

内容：かかりつけ薬局・薬剤師・健康サポート薬局について 

平成 28年 5月 19日 

内容：自信のある患者応対するために～ロコモティブシンドローム編～ 

平成 28年 6月 16日 

内容：オトナ女子が元気になる。女性のライフサイクルとエストロゲンの話～

誰にでもやってくるけど知られていない更年期の不調と治療について～ 

平成 28年 7月 21日 

内容：心不全治療の新しいカタチ～その後の症例報告～ 

平成 28年 9月 8日 

内容：アトピー性皮膚炎治療最前線～アトピー性皮膚炎治療ガイドライン 2016

年版より～ 

平成 28年 10月 20日 

内容：薬剤師が語る緩和医療とは何か？～今、私たちにできることは～ 

平成 28年 11月 24日 

内容：医療従事者のためのウイルス感染症対策 
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平成 28年 12月 15日 

内容：炎症性腸疾患の病態と治療 

平成 29年 2月 16日 

内容：腸内環境について～古くて新しい腸内細菌～ 

平成 29年 3月 16日 

内容：腎臓を守るための高尿酸血症治療 

 

2-3 OTC医薬品の研究会開催 

 

今年度開催実績 

平成 29年 1月 19日 

内容：かかりつけ薬局制度とセルフメディケーション税制について 

 

2-4 地域医療連携の調整・推進 

 

・薬薬連携会議の設置 

豊島区・板橋区・練馬区・北区の城北 4 区による各地区大学病院薬剤部との連携会

議への参加。 

参加者：理事 

 

・都立大塚病院運営委員会 

開催：年 2回 

参加者：会長及び理事 

 

・日本大学板橋病院薬薬連携幹事会 

開催：年 1回 

参加者：理事 

 

2-5 関係法規の改正及び情報の伝達 

 

・保険関係等の改定通知 

適正な医療保険請求説明及び改定等講習会開催。改正及び通知があった場合、ホー

ムページ上に通知内容を掲載し及び内容によっては研修を行っている。 

参加者：薬局経営者及び勤務薬剤師 

 

〔事業の財源について〕 
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参加費の徴収により賄う。入会金及び会費も充当している。 

 

3．薬事衛生、公衆衛生及び環境衛生の改善発達に関する事業 

 

3-1 区民への健康啓発活動 

 

・薬と健康の週間、健康展 

 

今年度開催実績 

日時：平成 28年 12月 4日 

場所：豊島区役所１階 としまセンタースクエア 

参加者：区民約 580名 

実施内容： 

（1）薬何でも相談 

①家庭常備薬・治療薬等の正しい使用方法及び保管方法等についての指導 

②子供への正しい薬の飲ませ方の指導 

③薬の飲み合わせ、漢方薬、抗酸化ビタミン剤等の情報提供 

④薬局の有効な利用法の情報提供 

⑤ジェネリック医薬品等について情報提供 

（2）骨密度及び体脂肪等の各種測定体験コーナー 

①骨密度の測定体験 

②体脂肪の測定体験 

③血管年齢の測定体験 

④血圧の測定体験 

⑤呼気一酸化炭素濃度の測定体験 

（3）健康相談 

①生活習慣病等の予防に関する情報提供、食事相談 

②健康づくりに関する相談、正しい知識の普及啓発 

③メタボリックシンドローム予防に関する相談、食事相談 

④健康増進に向けた栄養指導 

（4）介護にかかる情報提供及び相談 

①寝たきり、療養中の方の日常生活に役立つ、紙おむつ等の介護用品の展示

や健康器具パンフレット等の配布 

 

・区民公開講座 

第 1回 
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日時：平成 28年 9月 11日 

場所：生活産業プラザ 8Ｆ 多目的ホール 

参加者：91名 

テーマ：「健康寿命を延ばすには～快適な毎日を送る技～」 

講師：二葉栄養専門学校 校長 小川 万紀子先生 

 

第 2回 

日時：平成 28年 11月 27日 10:00～12:00 

場所：生活産業プラザ 8F 多目的ホール 

参加者：42名 

テーマ：「～手軽にできる健康管理～セルフメディケーションとクスリ」 

講師：豊島区薬剤師会 会長 遠藤 信一郎 

 

第 3回 

日時：平成 28年 12月 4日 14：00～16：00 

場所：豊島区本庁舎 5階 507・508会議室 

参加者：84名 

テーマ：「賢い資質コントロール術を学びませんか！」 

講師：二葉栄養専門学校 校長 小川 万紀子先生 

 

第 4回 

平成 28年 2月 19日 10:00～12:00 

場所：上池袋コミュニティーセンター（健康プラザとしま）７階多目的ホール 

参加者：74名 

テーマ：「糖尿病雑学講座～健康寿命を延ばすには～」 

講師：二葉栄養専門学校 校長 小川 万紀子先生 

 

3-2 ジェネリック医薬品普及事業 

 

豊島区との共同事業として区民へお薬手帳の普及とジェネリック医薬品処方希望カ

ードの企画・作成・配布。また、この事業は事業番号５の「医薬品管理・情報セン

ターの維持運営に関する事業」に係る事業において会員及び会員外の薬局へジェネ

リック医薬品の供給体制の維持も行った。また、会員に対しジェネリック医薬品の

選択方法及び製品説明会等の企画・開催を行った。 

お薬手帳及び処方希望カード     配布対象者：区民 

ジェネリック医薬品の説明会等研修  対象者：薬局薬剤師 



7 

 

 

3-3 かかりつけ薬局推進事業 

 

区民への啓発及び各種研修会講座等の企画・運営においてはかかりつけ薬局への啓

発を行った。 

 

3-4 医薬協議会（医師会）の開催 

 

開催実績 

日時：平成 28年 8月 4日 

内容： 

 

3-5 指定感染症対策事業（DOTS等） 

 

今年度実績 

対象者なし 

 

3-6 新型インフルエンザ対策 

 

抗インフルエンザ薬の維持・管理、必要量の確保を行った。 

 

3-7 高度管理医療機器の指導及び相談 

 

患者が、治療上必要な高度管理医療機器（血糖測定器等）について各製造機器メー

カーからの情報を必要とする薬局（会員、会員外問わず）へ説明・資料等の配布を

行う。また必要とする患者に対して操作方法等の説明を随時行い、アフターメンテ

ナンス等についても製造者との仲介役を行った。 

 

3-8 使用済み注射針回収事業 

 

回収対象：薬局に使用済み注射針を持参する区民 

回収：通年 

廃棄：年 1回、平成 28年 8月 5日 

 

3-9 個人情報保護法に基づく処方せん廃棄事業 
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回収対象：薬機法上の保存期間を経過した処方せん 

回収：通年 

廃棄：年 1回、平成 28年 12月 21日 

 

〔事業の財源について〕 

健康展、区民公開講座、使用済み注射針回収事業等これらの事業は、豊島区より委託･助成

金を受けている。入会金及び会費も充当している。注射針破棄作業及び処方せん廃棄作業

において専門業者による外部委託をしている。 

 

4．事故及び災害による支援に関する事業 

 

4-1 防災用医薬品の管理及び医薬品情報の収集と提供 

 

豊島区地域防災計画及び災害時の医療救護活動についての協定書に基づき地震等の

災害時に医療・助産及び応急救護等の迅速かつ的確に対応するために、災害対策医

薬品の管理整備を行った。 

 

4-2 池袋あうる薬局での災害時供給医薬品の管理・運営 

 

豊島区と締結しました協定書に則り、災害時に池袋あうる薬局の医薬品すべてを区

民に供給すること及び災害時避難場所等への医薬品供給体制の構築など専門家とし

て医薬品の在庫量や品目の管理を行った。 

 

4-3 防災拠点の医薬品等維持・管理 

 

緊急医療救護所、医療救護所及び災害薬事センターに設置した災害用医薬品の維持

管理を行った。 

 

4-4 薬物乱用防止活動 

 

豊島区からの依頼により、区内全ての小・中学校の児童及び父兄を対象とした薬物乱

用防止活動を行った。 

 

〔事業の財源について〕 

池袋あうる薬局の医薬品在庫については事業収益、入会金及び会費、薬物防止活動につい

ては入会金及び会費を充当している。防災拠点にある災害用医薬品は区からの委託金を財
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源として行っている。 

 

5．医薬品・情報管理センターの維持運営に関する事業 

 

・個々の薬局では在庫することが困難な症例の少ない疾病に関する医薬品（オーファンド

ラッグ）在庫及び管理を行った。 

・高度管理医療機器及び高額な医療機器（在宅におけるカフティポンプ等）を共同利用機

器として在宅で必要な患者に貸与する体制を構築している。 

・区内薬局及び勤務薬剤師に対して民間営利企業では取り組むことのない処方医薬品及び

在宅医療機器管理・維持の研修の場として利用できるように取り組んでいる。 

・医薬品問屋との少額の取引のため医薬品情報伝達者（ＭＲ）の来訪がない薬局に対して

必要な情報収集・伝達を広報及び必要とされる場合に研修会の開催、ホームページ上で

行っている。 

・医薬品・情報管理センターとして医薬品譲渡情報を基に区内処方傾向の把握を行い、そ

の結果を基に地域の健康状態、罹患傾向の把握行っている。把握した結果は豊島区医師

会、歯科医師会と毎年開催している協議会及び医療・保健関係者が参加する研究会や勉

強会で発表・報告され、その情報の共有を図っている。 

・協議内容及び研究・勉強会等で共有した情報に基づき、区民に対して健康増進への意識

を高める啓蒙・啓発活動を豊島区と共同事業（健康展・公開講座等）を行っている。 

・在宅医療及び平時及び休日の診療において医師、歯科医師、薬剤師が地域の住民に良質

な医療を提供（お薬手帳、かかりつけ薬局、ジェネリック医薬品等）する上でのネット

ワークを形成する基盤となっている。 

・医薬品・情報管理センターは医師会、歯科医師会、薬剤師会の会員のみならず、どのよ

うな医療機関でも利用ができ、またその利用の案内はホームページを始め広く開かれて

おり、特定の医療機関だけでなく、広く地域の不特定多数の者に受益を与えている。 

 

 

〔事業の財源について〕 

この事業は、入会金及び会費を充当している。 

 

6．休日診療の維持運営に関する事業 

 

池袋あうる薬局：土曜準夜、日曜・祝日、年末年始。処方せん応需 

巣鴨地区：年末年始。当番薬局にて処方せん応需 

長崎地区：日曜・祝日。豊島区医師会会営長崎休日診療所へ薬剤師を派遣 

 



10 

 

〔事業の財源について〕 

この事業ついては区委託金及び、入会金及び会費を充当している。開局場所として豊島区 

池袋保健所１階にて開局しており豊島区との賃貸契約を締結している。 

 

7．関係行政機関に対する協力事業に関する事業 

 

・公害健康被害診療報酬審査会に出席  

・自殺・うつ予防対策会議に出席 

・としま医介連推進会議に出席 

・豊島区介護保険事業計画推進会議に出席 

・豊島区福祉審議会に出席 

・豊島区ウォークラリー実行委員会に出席 

・豊島区災害時救護所立上げ訓練に参加 

・豊島区認知症施策推進会議に出席 

・豊島区介護認定審査会全体会に出席 

・豊島区歯と口腔の健康づくり推進計画策定会議に出席 

・豊島区トリアージ訓練に参加 

・東京都災害対策講習会に出席 

・豊島区新型インフルンザ等発生時対応訓練に参加  

・豊島区災害医療図上訓練に参加 

・区西北部二次保健医療圏地域災害医療連携会議に出席 

・豊島区防災会議に出席 

 

〔事業の財源について〕 

入会金及び会費を充当している。 

関係行政機関に対する協力に関する事業については、外部委託を行っていない。 

 

8．在宅医療連携に係る事業 

 

・豊島区在宅医療連携推進会議に出席  

・豊島区在宅医療連携推進会議服薬支援部会会議に出席 

 

〔事業の財源について〕 

入会金及び会費を充当している。 

 


